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■----------------------------------------------------------------- 
　提言「専門薬剤師の必要性と今後の発展−医療の質の向上を支えるため
  に−」の公表 （ご報告） 
------------------------------------------------------------------■

　第６２回幹事会（８月２８日開催）において、以下の提言が承認され、
公表されました。 

○「提言 専門薬剤師の必要性と今後の発展−医療の質の向上を支えるた
　めに−」 
（平成２０年８月２８日　日本学術会議　薬学委員会　専門薬剤師分科会） 

　本提言では、安全で的確な薬物療法の実践に、医薬品の専門家である薬
剤師が一層の社会貢献をするために、専門薬剤師の制度のあるべき姿、担
うべき役割に関して、学術的・客観的立場から検討を加え、以下の提言を
行いました。
（１）専門薬剤師は医師の負担を分散し安全で安心できる薬物療法を提供
　　　しなければならない。
（２）専門薬剤師は副作用・相互作用をモニタリングし、そのための検査
　　　オーダーとその対応を行う。
（３）専門薬剤師は医師との協働のもと、処方の提案や処方設計を分担す
　　　る。
（４）専門薬剤師は、高度な医療判断に備えて医薬品情報を収集し、評価・
　　　活用する。
（５）高度専門薬剤師は当該専門領域の先端的な薬物療法について研究す
　　　る。
（６）専門薬剤師の質の確保のため、第三者機関による認定制度が求めら
　　　れる。
（７）診療報酬や薬剤師配置などの制度変更や専門薬剤師の裁量範囲の拡
　　　大について政府の検討が求められる。
（８）専門薬剤師に関し関係諸団体が積極的な広報活動を行うべきである。 

　提言全文は、日本学術会議ＨＰの以下のＵＲＬで御覧いただけます。 
　http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-20-t62-12.pdf

　【問い合わせ先】 
　　日本学術会議事務局参事官(審議第一担当)付 渡邉
　　Tel:03-3403-1091 FAX：03-3403-1640 E-mail:s252＠scj.go.jp


********************************************************************
　　　　　　学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから
　　http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/2008-08.html
********************************************************************

====================================================================　
　  日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術
  誌等への転載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多く
  の方にお読みいただけるようにお取り計らいください。
　  また、メールアドレスの変更等がありましたら、事務局
　（p228@scj.go.jp）まで御一報いただければ幸いです。
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